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筆者は1995年3月に，経済発展目覚ましい中国広州市に約1か月間滞在
する機会を得た。その際、現地で知り合いになった中国人大学生からベスト
セラーの一冊として紹介されたのが、青少年向け読本『新三字経』である。
これは国家教育委員会（文部省）の検定をへた、いわゆる純然たる教科書で
はなく、広く人民教育のために出版されている一種の副読本であって、青少
年はもちろん、教育熱心な大人たちも大勢買い求めている様子であった。書
店に平積みにされた一冊を手にして見ると、全編にカラーの挿絵が施され親
しみやすく、中国の文化や歴史を易しく紹介しており、自分自身を含め日本
人向けの中国語教科書として活用しても、益するところが極めて大きいと思
われた。その後、内容を詳しく読み進めていくうち、この読本がもつ興味深
い特徴にもいくつか気づき、論評に値するものと考えるにいたった。
本稿では、 『新三字経』の内容を紹介しながら、現代中国においてこの読
本がもつ意義を指摘し、その後で、この読本を日本人向けの中国語教科書と
して活用する場合の意義と留意点について考える。筆者はドイツ文学を専攻
し、十数年来大学でドイツ語教育に携わる者であるけれども、 日頃中国人留
学生と接する機会も少なくなく、中国語教育においてはどういう点に留意す
べきか、折りにふれて考えることも多かった。ここでは、 これまでのドイツ
語教育や自分自身の中国語学習の経験を生かしながら、 日本人向け中国語教
科書作成に関して敢えて若干の提言をしてみたい。なお、筆者の中国語学習
歴は大学入学時に始まり、その後若干の中断期間はあるものの、専門の研究
や教育活動のかたわらも続き、現在にいたっている。また、中国語を使いな
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がら約2年間、中国人留学生に基礎日本語会話の個人指導をした経験もある
ことをお断りしておく。
1
『新三字経』は、その書名から推測されるように、 『三字経』にならって
作られている。 『三字経』とは、南宋の王応麟(1223～96）の編と伝えられる
子供用の識字教科書であり、儒教的な人倫、道徳を易しく子供たちに広める
役割を果たしたものである。ところで、 『新三字経』に込られた意図は「前
言（序文)」に明確に読み取ることができる。曰く、 「《新三字錘》以建没有
中国特色的社会主又理玲力指号，把中隼民族侍銃美徳，社会主又道徳規萢
和現代文明修券熔子一炉，把思想性教育性，知恢'if,可瑛性有加也錯合
起来， 〔・ ・ ・〕是吋青少年近行愛国主又，集体主又，社会主又教育，加
彊自身思想道徳修弄的重要教材。 （『新三字経』は中国の特色ある社会主義
理論建設を指導原理とし、中華民族の伝統的な美徳と社会主義道徳の規範お
よび現代文明の教養を一つの炉で溶かし、思想性、教訓性、知識性、読み物
としての面白さを有機的に結合したものである。 〔・ ・ ・ 〕これは青少年に
対して愛国主義、集団主義、社会主義教育を進めるものであり、それ自身が
思想道徳修養を強化する重要な教材である｡)｣(p.1)社会主義市場経済・改
革開放路線のさなかにあり、かなり高揚した気分で書かれたこの「前言」か
らも窺えるように、 『新三字経』は、言わば『三字経』という古い器を借り
て、中国共産党のイデオロギーを読本の中に効果的に反映させる試みとみな
すことができる。しかし、 この読本にはそれだけにとどまらない、現代中国
が抱える問題点もまた垣間見ることができる。
本文は、 「人之初／如玉瑛／性身情／倶可塑（人は初めはまだ磨かれ
ぎよく
ていない玉のようなもので、性格と感情はともに作り上げることができ
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る｡)｣(p､6)に始まる1行3文字、隔行ごとに韻を踏む4行からなる韻文が
1編をなし、全部で106編。「前言」等を含め全体は125頁からなっている。
また、重要事項には注が添えられ、先にも述べたように全編にカラーの挿絵
が施されている。そして、全体は大きく次の4つの部分からなる。
1． 6～51頁・・ ・つまり『新三字経』の半分弱が主に道徳教育にあて
られていることになる。ここでは、勤勉、克己、努力、礼節、遵法、
長幼の序といった儒教的な人倫、道徳が、歴史上の人物のエピソード
を交えて語られ、社会にとって有用な人材になるための心構えや家と
国家の重要性が強調されている。
2． 52～79頁・・ ・中国の古代・近現代史が、強力な指導力によって
中国を統一し、国に繁栄をもたらした皇帝やその廷臣、名将、革命家
たちを中心に紹介され、現政権の歴史的正統性が印象づけられるよう
に配慮されている。
3． 80～97頁・・ ・中国の重要な思想家、詩人、作家や作品が時代を
追って紹介される。
98～109頁・・現代にいたる中国の科学技術史が語られる。
4.110頁以降・ 社会主義市場経済・改革開放路線によって繁栄しつ
つある現代中国の様子が語られ、台湾を自国の領土と主張しながら、
少数民族や海外の中国人とも手をたずさえて大中国を建設していこう
という立場が打ち出されている。
全体に教条的マルクス・レーニン主義は影をひそめているが、それに代わ
って儒教的な教えがかなり濃厚に現れている。週間書評新聞『タイムズ・リ
テラリー・サプルメント』 1995年10月27日で書評者ペリー・リンクは、こ
の復古的な状況を「戻ってきた孔子」という表題で説明し、 『新三字経』は
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｢帝国儒教と共産主義の美化された歴史解釈が奇妙に結合したもの｣だが､｢儒
教の過去と共産主義の現在をつなぐ努力は明らかに失敗している」と述べて
いる。なぜ現在こういう読本が必要とされるにいたったのか。しかも、本来
は共産主義の理念とは必ずしも相入れない儒教的な価値観が、なぜこの読本
の中では敢えて採用されたのか。この辺りに、我々が考えなければならない
問題がひそんでいるように思われる。
2
『新三字経』は「天安門事件」 （1989年6月4日）のほぼ6年後に出版さ
れている。この読本は、 「中共r-京省委宣伶部〔・・ ・〕集思戸壷，戸乏
征求意兄，反夏琢磨修改，縞写成（中共広東省委宣伝部が〔・ ・ ・ 〕衆知
を集めて有益な意見を広く吸収し、広範に意見を求め、繰り返し手を入れ磨
き上げて編纂した」 （｢前言」 (p.1))ものであり、これは、一方で依然とし
て自由な政治的活動に規制を加えながら、他方では未曾有の経済発展を実現
させつつある中国政府が、 「天安門事件」に関して中国人民に提示した目下
の回答の一つと考えることができるだろう。
中国政府は現在、社会主義市場経済・改革開放路線の進展による目覚まし
い経済発展の陰に、拝金主義の横行、経済過熱によるインフレ、人口の流動
化と都市化に伴う内陸部農村と都市部での貧富の差の増大、急速な近代化に
よる伝統的価値観の崩壊､人心の荒廃といった難問を抱えるにいたっている。
一方で、都市部における自由化・民主化要求、農村部において頻発する農民
暴動、中央アジア、新躯ウイグル自治区、チベットにおける民族主義の高ま
りと分離独立の動き、全人口の5分の1を占めると言われる高い文盲率、増
え続ける人口問題といった直接国家の存亡にかかわる重大な問題も抱えてい
る。しかし今や、急速に求心力を失いつつある従来の共産主義の理念だけで
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はもはや国家を束ねていくことは困難になっている。社会主義市場経済とい
う新しい状況における、国家の新たな統一原理が強く求められるようになっ
プートンホア
た所以である。その際、農村部や少数民族への「普通話（北京漢話と東北地
方の方言をもとに作られた現代中国語の標準語)」の普及と識字率の向上は、
直接中央政府のイデオロギーの周知徹底化につながるだけに、手の抜けない
ところであり、 『新三字経』という読本の善し悪しはともかくとして、次代
を担う青少年に目が向けられたのは十分に納得できることである。
ところで、現在すでに12億を超える人口は21世紀初頭には15億を超え
るとする試算もあり、現在の経済成長率が続けば、食糧問題、エネルギー問
題、環境問題等が早晩深刻な事態を迎えることが予想される。そのため、人
口の抑制策として一人っ子政策が強力に押し進められているわけだが、妊
娠・出産という私的領域への国家権力介入の問題もさることながら、 この政
策に伴うそれ以外の重大な問題も顕在化してきている。子供の数が減るとと
もに核家族化が進み、子供の早期教育やエリート教育熱が過熱する一方で、
スーアルヤオソンホオチョン
いわゆる「四二一総合症（一人っ子症候群)」と呼ばれる問題が生じている
のである。つまり、子供たちは小さい頃から父方母方の祖父母や両親らに溺
シャオホアンティ
愛され、傍若無人の「小皇帝」と化し、親たちの手に負えなくなる。さら
に困ったことには、こうして育った子供たちが、将来は両親の面倒を見てい
かなければならないという問題である｡何しろ彼らには兄弟がないのだから、
1人で両親2人分、ことによると父方母方の祖父母4人を含めて全部で6人
分の面倒を背負い込むことになるわけである。
こういう状況で取り上げられたのが儒教的な価値観なのである。例えばこ
んな三字経がある。 「孝身悌／領継承／投身幼／骨肉素（孝と悌は受け継が
なければなりません｡年長者と年少者は骨と肉のように仲良くすべきです｡)」
(p.15)「常芳幼／多磨嫁／姪風雨／兄世面（常に労働をし、一所懸命自分
を磨き、いろいろな困難を経験し、視野を広げましょう｡)｣(p.26)「惜校誉
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図l:家事手伝いの奨励、ならびに愛国心につながる家族愛が語られる(pp.18～19)。
／敬姉技／愛学友／守規章（学校の名誉を重んじ、先生や先輩を尊敬し、
学友を愛し、規則を守りましょう｡)｣(p.27)「家愛我／我愛家／推此心／愛
中隼（家は私を愛し、私は家を愛する。この気持ちを押し進めて、中国を
愛しましょう｡)｣(p.19)(図1)つまり、長幼の序を重んじ、自己を厳しく
律し、礼節をわきまえるといった儒教的な価値観に、家庭や社会の混乱を和
らげ、社会主義市場経済の速やかな発展を支える役割が期待されているので
ある。ただし、ここでは家族、社会、国家といった枠組みの中での個人の役
割が重視されているのであって、その意味では、個の実現は社会主義国家建
設のためとされる共産主義の理念と基本的に変わらない。そのため、儒教的
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な教えが共産主義のイデオロギーに無理に接き木させられているような印象
を与える結果となっている。
3
トンシャオピン
78頁と79頁には、今日の経済発展の原動力部小平(1904～）を讃える
こんな三字経がある。 「怠没汁／ﾇ「小平／桜乱流／反子正（総設計師部小平
は、混乱をしずめて正常に戻します｡)｣(p､78)「倍改革／勇升故／尤勝で／
民安康（部小平は改革を唱え、勇敢に開放を行い、中国を勢いよく発展さ
せ、人民の生活を豊かで平穏にします｡)｣(p.79)(図2)『新三字経』は、全
体に都小平の改革開放路線に立脚したテキスト作りがなされ、経済面の発展
を背景にして党の歴史的な業績が強調されているように見える。しかし、そ
の内容には多少独善的に映るところがないわけではない。
マオツェトン
例えば、 1959年に毛沢東(1893～1976)の後をついで国家主席になりなが
ら、 65年以降の文化大革命期に、資本主義への道を歩む実権派の総帥とさ
りユウシャオチー
れて失脚し、無惨な死に追いやられた劉少奇(1898～1969)が、部小平の
チョウエンライ チユートウー
復活とともに名誉回復を果たし、周恩来(1896～1976)、朱徳(1886～1976)
らと並べられている(cf・pp.34～39)けれども、前後の儒教的な文脈から彼
スンウェン
らだけが奇妙に浮き上がった印象を与えていないだろうか。孫文(1866
～1925）、毛沢東、都小平が秦の始皇帝(前259～前210)以来の流れを汲む
偉大な指導者として紹介されている(cf.pp.74～79)が、現政権の正統性の
根拠とすべき歴史解釈には問題が感じられないだろうか。また、中国の古
代・近現代史が相次ぐ戦乱の歴史として語られ、外国人がほぼ一貫して撃退
すべき敵として描かれているのはいかがなものか、等々。さらに、経済建設
至上主義がもたらしている諸々の問題を考えると、バラ色の未来像を提示す
る楽観的な進歩史観には多少とも疑問を感じざるをえない。
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図2：現代中国の総設計師として称賛される都小平(pp.78～79)｡
現政権は、豊かで強力な社会主義大国を建設するため、経済発展と科学技
術の近代化を最優先し、そのために経済特別区や経済技術開発区を設け、外
国企業の誘致や合弁企業の建設を積極的に押し進めている。それにもかかわ
らず『新三字経』では、今後ますます重要なパートナーとなるべき外国の存
在は無視されている。海外からの資本や科学技術の導入なしに今後の経済発
展は見込めないのを承知していながら、海外華僑の存在(cf.p､122)以外に
は言及をひかえ、あたかも外国など存在しないかのような書き方になってい
イークオリャンチー
る。さらに、世界における中国の位置づけも暖昧で、香港問題や「一国両制
(1つの国の中で社会主義と資本主義が併存すること)」といった微妙な政治
問題への言及は周到に回避されている。それ故、台湾を自国の領土であると
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する主張(cf.p.115)が説得力を欠いているとしても、それはある程度無理
からぬところであろう。ここに垣間見られるのは、いわゆる「中華思想」を
連想させる自己中心的な対外膨張志向であり、好戦的なナショナリズムであ
る。
中国は、今後中央の計画経済的支配をゆるめ、政治の民主化を図りつつ経
済繁栄を優先して資本主義化路線をさらに押し進めていくのか、あるいはあ
くまでも共産党の一党独裁下で経済繁栄の道を模索していくのか、かなり微
妙な岐路に立たされていると思われる。以上に述べたように、 『新三字経』
は、表向きは都小平を祭り上げ、改革開放路線を賛美するかに見えて、実は
非部小平化をもくろむ立場があちらこちらでちらりちらりと顔をのぞかせて
いることもわかる。これは現政権内で進行しつつある権力闘争の一端を垣間
見せるもので、 「改革開放は100年は揺るがず」（都小平語録）とされるポス
ト部小平時代に一抹の不安を抱かせるものである。 『新三字経』が、都小平
の影響力が強く､沿海部の中でも経済発展が特に著しいが､それと同時に様々
な混乱が噴出している広東省で出版されているという事実は、注意されるべ
きだろう。
さて、以上述べたような内容を、中国の子供たちは三字経という語呂のい
い韻文の力で無批判に覚え込まされることになりかねない。現代日本の受験
事情にも大なり小なり言えることだが、 これは対象に対する批判的態度を酒
養すべき民主的教育理念と相反するものであろう。ここに我々は、 目覚まし
い経済発展の陰に隠されがちな情報操作の一手法を指摘しないわけにはいか
ないが、外国人である我々には、 これらの問題点を自覚しつつ、テキストを
批判的に読むということが可能であろう。以下の章では、 『新三字経』を日
本人向けの中国語教科書として活用する意義とその際の留意点を考えてみた
い。
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日本の大学における第二外国語教育は、急激に進む国際化とそれに相反す
る授業時間数の削減を受けて、文学作品などの訳読中心からコミュニケイシ
ョンや異文化理解重視へと変化してきている。それにともなって、文法・語
法を訳読のための単なる知識として学ぶのではなく、必要最小限のものを実
際的なコミュニケイションに役立つものとして学ぶ傾向が強まっている。特
に中国語教科書に関して言えば、イデオロギー教育重視から日常生活や文
化・社会に親しむ内容へと変わってきているように思う。それ自体には問題
はないのだが、そのためにテキストの平易化が進み、中国語学習に固有の新
たな問題も生じているように思われる。テキストは、言うまでもなく我々日
本人も計り知れない恩恵を受けている漢字で書かれているために、他の外国
語に比べて語彙習得の負担が少なく、発音指導を徹底しないと、学習者は中
国語が外国語であることを忘れ、つい漢文のように訓読してしまいがちにな
る。そしてかなり問題は残るものの、幸か不幸かこのやり方でもごく大まか
な内容は把握できてしまう。しかし、 これでは外国語として現代中国語を学
習する意義の大半が失われてしまう。言葉は何よりもまず音声として存在す
るのであり、 日常会話においては音声のないコミュニケイションはほとんど
考えられないからである。今後個人のレベルでもますます交流が盛んになる
だろう中国を理解するためには、外国語としての中国語、ならびに異文化と
しての中国文化としっかりと向き合うことが是非とも必要となってくる。そ
の意味で『新三字経』は、音声面を重視し、内容を批判的に読むことを忘れ
なければ、 日本人向けの中国語教科書として見た場合にも、優れた特徴を持
ち合わせていることは、是非とも指摘しておかなければならない。
ピンイン
『新三字経』の本文は平易である。そして本文のすべての文字に「垪音
－48－
＝
中国の青少年向け読本『新三字経』について
(中国語表音のローマ字表記)」が施されていて、しかもリズミカルに脚韻を
踏んでいるために、非常に暗唱しやすい。また重要事項に関する注釈を読む
だけでも､規範的な現代白話文にふれることができる。さらに､全頁にカラー
の挿絵が施され､現代の中国人に常識として求められている歴史事項､人物、
中国文化の精粋も印象的に学ぶことができる。ところで、これを中国語教科
書として使用する場合には、あまり特定のイデオロギー色が強くならないよ
うに、また授業時間数に合わせて、テーマの取捨選択をすることも考えられ
るし､そもそもイデオロギー色のない教科書というものが考えられない以上、
常に批判的な態度を心掛けながら、教材としてありのままに採用することも
考えられる。ただし、異文化理解の一つの方策としては、問題となる箇所に
注を施して現代の中国事情や中央政府の主張をその問題点を含めて説明する
か、単元ごとに批判的な観点に立った日本語による概説を挿入してもいいだ
ろう。あるいは、中国事情を考えさせるために、特定のテーマについて中国
側の立場と台湾側の立場、さらには日本の立場から学習者たちに調べさせた
り議論させたりするのも有効なやり方であると思われる。
また、純粋に言語教育の立場から言えば、 『新三字経』は読本であるとい
う性格上、そのままでは実践的な運用能力向上には適さないが、だからとい
って言語の運用面が軽視されてよいことにはならない。まず、音声面の補強
として、本文と注釈とは別頁に、注釈全文の「垪音」を載せることが考え
られる。次に、聴解能力を高めるためにテキストの内容に関する聞き取り練
習などを設けることが必要になるだろう。さらに、テキスト内で使われてい
る重要表現に習熟するために、それらを使った実際的で現実的な作文練習な
ども有効であると思われる。
以上のことを踏まえ、最後に、孫文を紹介している74頁と75頁を使って
中国語中級教科書の一例を提案したい。対象としては大学や語学研修等で週
2回80時間程度学習した者を想定している。
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像三一鼻簿
【刊l中山】 (1M6-
1925)利､中山是我国伶大的
民主革命先行者, f-糸香山
具(今中山市)人。青少年吋
代銃立志反清救国，他原是
学医的，后弄医圦事根治国
家""(gO)疾"的政治活幼。
利､中山提出“三民主
又”学説，組奴革命政党，
先后在海内外度展姐奴，朕
塔隼併、会党か新享， 多次
友劫武装起又，鋒子在1911
年10月10日的武昌起又中
取得股利，推翻了中国挨迭
閣千多年的封建帝制，建立
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了中国局史上第一小共和
国。但革命弁未成功，中国
拓在北洋竿阿的黒暗銃治
下。他不僻地四辻奔走，姐
奴力量，遊行斗争，屡遭失
敗。垂当列､中山暗子絶望
吋，俄国十月革命的腔利和
中国共戸党的成立，蛤了他
新的希望。 1924年，他在中
国共戸党矛ﾛ列宇的帯助下，
改姐国民党，実行喉俄、朕
共、扶助衣工三大政策，把
旧三民主又友展成力新三民
主又。 l蛇4年底，利､中山皮
違北上吋俺国事，提出“召
升国民会奴か慶聡不平等条
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【発音】
【SUnZhOngshan](1866～1925)SUnZhOngshanshiw6gu6w6idade
minzhUg6mingxianxingzh6,GuingdOngxiangshanxian(jing
ZhOngshanshi)ren.QIngshaonianshidaijiOlizhifanQmgjiOgu6,
tayuanshixu6ylde,h6uqiylc6ngshigenzhigu6jia｡gOji"de
zhengzhihu6d6ng.
SUnZhOngshantichU"SanminzhUyi'xu6shuO,zUzhig6ming
zhengdang,xianh6uzaihaineiwaif zhanzdzhi,lianlu6huaqiao,
huidangh6xlnjUn,duOcifad6ngwiizhuangqIyi,zhOngyOzai
yrjiUyryInianshiyueshirideWUchangqIyizhOngqUd6shengli,
tulfanleZhOnggu6zhangdaliangqianduOniandefengjiandizhi,
jianlileZhOnggu61ishishandiylgeg6ngh6gu6.Dang6mingbing
weich6nggOng,ZhOnggu6r6ngzaiB6iyangjUnfadehei'ant6ngzhi
xia.Tabnxiedesichabenz6u,zUzhil liang,jinxingd6uzheng,
lUzaoshibai.ZhengdangSUnZhOngshanxiany6ju6wangshi,Egu6
Shiyueg6mingdeshenglih6ZhOnggu6G6ngchandangdech6ngli,g6i
letaxlndexlwang，YIjiu§rsinian,tazaiZhOnggu6G6ngchandang
h6Lieningdebangzhhxia,gaizUGu6mindang,shixinglianE,
liangOng,f@zhUn6nggOngsandazhengc@,bajiOSanminzhUyi
fazhanchengweixInSanminzhUyi.Yijiuersiniandi,SUnZhCngshan
ylngyaob6ishangtaolOngu6shi,ichU"zhaokaigu6minhuiyih6
feichObnpingdgngtiaoyue'liangdahaozhao,t6ngdigu6zhUyih6
B6iyangjUnfajinxingd6uzheng.Da bOxingyinbingyOyIjiUerwU
niansanyueshierrishishi.
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【語句】
脂〕 ：提唱する
〔‘坏〕 ： （心に）抱く、もつ
〔大同〕 ：大同の世、完全な理想世界
〔井未〕 ：決して～ない、くつに～ない
〔何〕 ：依然として、今なお
〔北洋享同〕 ：中華民国初期(1912～1927)の北方の代表的な軍閥集団で、
清朝末期の北洋派の後身
〔不僻瑚：たゆまず
〔屡〕 ：しばしば、たびたび
【聞き取り練習】
テキスト朗読のテープを聞き、次の文は正しいか、誤りかチェックしなさい。
1．判､中山的出生地是ﾉ皇一家香山基。 正・誤
2．青少年吋代利､中山学辻医学。 正・誤
3.1924年、利､中山建立了中国厨史上第一今共和国。 正・誤
4.1924年、利､中山改組共産党、把旧三民主又友展成
力新三民主又。 正・誤
【重要表現十作文】
重要表現を参考にして、次の日本文を中国語に訳しなさい。
A.[原是・ ・ ・的]:もとは～だった
1． もともと私は文学の勉強をしたかったのだが、今は経済学の勉強を
している。
2． もともと私は彼に会いに来たのだ。
－認一
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B.[婆子]:ついに、 とうとう
1．彼女は何度も（多次）話そうとしたのだが、とうとう言い出せな
かった（没うjt出ロ)。
2．彼らはとうとう独立をかち取った（澱得)。
C.[正当・ ・ ・吋]:ちょうど～の時
1．私がちょうど中国語の勉強を始めた時に、彼らがやって来た。
2．私がちょうど30歳の時に、娘が生まれた。
【課題】
1．孫文は近代中国の父として今も中国（中華人民共和国）で高く評価
されているが、中国と台湾（中華民国）におけるその位置づけにはど
のような相違や一致が見られるか、調べてみよう。
2． 「旧三民主義」 「新三民主義」とは具体的にどういうものか。また、
国民党と共産党においてその評価にはどのような相違や一致が見られ
るか、調べてみよう。
3．孫文の姻戚関係を調べ、孫文とその一族が中国の近現代史に果たし
た意義と役割を考えてみよう。
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【概説】
孫文（字は中山、または逸山） ：孫文はハワイ、香港で医学を学び、
若い頃から進歩的な思想を持っていた。そしてまもなく清朝の専制政治
打倒の革命活動に身を投じる。 1894年興中会を組織して、翌年広州奪
取を企てるが失敗し、 日本・欧米に亡命。その後、 1905年に東京で中
国革命同盟会を結成し、三民主義を同盟会の綱領として、革命運動を押
し進めた。11年辛亥革命が起ると帰国し、翌年中華民国臨時大統領に
就任。しかしまもなく哀世凱にその地位を譲った。その後、哀の独裁に
反対し第二革命を起こすも、これに失敗し日本に亡命。 14年に東京で
中華革命党を結成、 19年に中国国民党と改称。21年からソ連に接近し、
24年の党大会で連ソ容共政策を決定。ここに国共合作が成立する。同
年北伐を宣言し、時局収拾のために北京入りしたが、 25年ここで病死
した。
使用テクスト
《新三字姪》鍋写委員会：『新三字劉(r-州（戸糸教育出版社)、1995年)。
(付記）本稿作成に際しては、広州外国語学院日本語科学生劉勝凱氏から貴重な助言と
協力を得た。また、筆者が広州市滞在中に同氏から受けた中国語会話指導に対して
も、 この場を借りて感謝の意を表したい。
なお，本稿校正中に都小平死去の報に接した。
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